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                                    Abstract

 The present paper focuses on  positive behaviorsupport for preventing the use  of  corporal  punishment,
Positive behavior support  (PBS) is an  app]ied  science  that  uses  educational  and  systems-change  methods

to enhance  quality of  [ife and  minimize  problem behavior (Carr et al.  2002). It focuses on  teaching

desirable behaviors and  improving the environment,  based on  a  functional assessment  of  undesirab[e

behavior, ln the  United States, positive behavior support  is mentioned  in the lndividuals with  Disabilities

Education Act, Considerable research  has accumu[ated  relating  to individua[ support  and  whole-school

approaches.  Today, reliab[e  proactive methods  are  availab]e  that do  not  invoive using  corporal

punishment.
KeyWords  positivebehaviorsupport(PBS),corporalpunishment,desirabletechnology
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体罰 をな くすた め に 、 ポ ジ テ ィ ブ な行動支援か ら

岐阜大学　平澤紀子

　「体罰」をな くすため には、望 ま しくない 行動 を減少させ る、よ り望 ましい 方法が必要で ある 。 本報

で は 、 その 中心 となる ポ ジ テ ィ ブ な行動支援 につ い て 取 り上 げ、そ の 特徴や方法、研究成果に つ い て解

説 した 。 ポ ジ テ ィ ブ な行動支援は 、 個人の 生 活の 質を向上 し 、 そ れ に よ っ て 問題行動 を最 小化する た め

の教育的方法とシ ス テ ム 変化の 方法を用 い る 応用科学で ある 〔Carr　et　a廴
，
2002）。そ の 焦点は、そ の 人 の

望 ま し くな い 行動を引き起 こ し、強化 して い る要因の 分析 を もと に 、望 ま しい 行動を教 え、そ の 人 の 生

活環境 を再構築する ところ にある 。 こ の よ うな予防的 ・教育的アプロ
ー

チは、米国で は 、 障害児教育制

度 に位置づ けられ 、個人に対する個別的な支援 だけで な く、 学校規模の 支援 として 多くの 研究 成果が 蓄

積 され て い る 。 今凵、わ れわれ は、「体罰」では ない 、確か な教育的方法を有する の で ある 。

Key　Words ポジテ ィ ブ な行動支援 、 体罰 、 よ り望 ましい 方法
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平澤 ：体罰 をな くす ため に 、ポ ジ テ ィ ブ な行動 支援か ら

は じめに

　 なぜ 、 「体罰」が な くな らな い の か。「日本行動

分析学会 『体罰』 に 反対す る声明文」は 2 つ の 理

由を挙 げ て い る （日本行動分析学会，2014 ）。

一

つ は、「体罰1 とい う行動 は、教 え手に とっ て望

ま しくない 学び手の 行動が
一

時的にせ よ生 じな く

なる とい う強化 を受けて い る 。 もう
一

つ は 、 教 え

手が よ り望 ま しい 教 え方を実行するに は 、それ を

習得 し、学 び手が学習する まで に時間が か か る。

したが っ て 、「体罰」を な くすた め には、教 え手

が よ り望ま しい 教 え方を学 び、その 実践 を支 える

環境を整備する必要が ある 。

　 こ う した課題 に対 して 、行動分析学 は 「体罰」

を使用せ ずに 、 望 ましくない 行動 を減 らす 、 よ り

望 ま しい 方法につ い て多 くの 研究成果を蓄積 して

い る 。本稿で は、そ の 中心 とな るポジ テ ィ ブ な行

動支援 に つ い て 取 り上 げ 、 その 特徴や方法、研究

成果 に つ い て解説する 。

ポジテ ィ ブな行動 支援 とは

　ポ ジ テ ィ ブ な行 動支 援 （Positive　Behavior　Sup．

port）と は、個 人 の 生 活 の 質 を 向上 し、そ れ に

よ っ て 問題行動 を最小化する た め に 個人 の 行動 レ

パ ー トリ
ーを拡大する教育的方法 と個人の 生活環

境を再構築する シ ス テ ム 変化の 方法 を用 い る応 用

科学で あ る （Carr　et　al．
，
2002）。

　 そ の 起点は 、 人権 を重視 した 非嫌悪的ア プ ロ ー

チ の 構築で あっ た 。 従来 、 激 し く、 危険 な問題行

動 を起こ す人に対 しては、その 行動の 低減や 除去

を最優先 と して、正 の 弱化に基づ く手続 きが使用

され る こ とが あっ た 。 こ うした 中 で 、嫌悪的介入

を 禁 止 す る 議 論 が な さ れ た が 、Horner　et　al．

（1990）は、必要 なの は、なぜ 問題行動が生 じる

かの 理解 と人中心 の 価値観 に基づ い たテ ク ノ ロ

ジ
ー

で ある とした 。 そ して 、ポジ テ ィ ブ な行動支

援 （Positive　Behavioral　Support）とい う用 語を提示

し、生 活の 向上 、 行動機能の 分析 、 多様 な介入 、

生 態学的 ・状況事象の 操作、先行子操作、適応 行

動の 教授、効果的な結果に向けた環境 の 形成、罰

使用の 最小化、危機 回避 と前向 きな介入 の 区別、

行動支援 にお ける社会的妥当性 と人 権 と い う 10

の 特徴か ら、新た なテク ノ ロ ジーの 方向性を示 し

た の である 。 こ の よ うな方向性 は、わが 国 にお い

て も、 行動分析学の 理念 に 基 づ い て 、正 の 強化 を

受ける行動の 選択肢の拡大 と して 強調 され て きた

（望月，1995）G

　以後、多 くの研究が行 われ、その 成果 は障害児

教育制度や科学的研究に基づ く教育サ
ー

ビ ス に位

置づ け られて い る （Carr　 et 　al．
，
1999；平澤，2009）。

例 えば 、米国の 障害 の ある個人教育法 1997 年改

訂 （IDEAI　Individuals　with 　Disabilities　Education　Act

Amendments 　of　1997）に お い て 、個 別教 育計 画

（IEp ：Individualized　Education　program ）を立案する

メ ン バ ー
は、本人や他者の学習 を妨害する行動に

対 して 、ポ ジ テ ィ ブ な行動的介入や方略お よび支

援　（PBIS ： Positive　Behavioral 　Interventions　and

Supports）の 使用 を考慮 しな くて は な らな い 、ま

た、行 政 当局 に 学校で の 懲戒処分 が行 わ れ る前

に、機能的ア セ ス メ ン トに 基 づ く行動支援 を立 案

しなけれ ばな らない と明記 された 。 さ らに 、 連邦

政 府 の 教 育 改 革 を背 景 と し た 2004 年 改 訂

（lndividuals　with 　Disabilities　Education　Improvement

Act　Amend  ents 　of 　2004）に お い て 、　 IDEA 資金は

行動支援 や組織的な学校介入 に関連する専門性の

向上 に使用 され なけれ ば ならない と明記 され た 。

こ の よ うな IDEA 改訂に伴 い 、米 国教育省特殊教

育 局 は、PBIS 普 及 の た め の セ ン タ
ー

（National

Technical　Assistance　Center　on 　 Positive　 Behavioral

Interventions　and 　Supports）を オ レ ゴ ン大学に 設置

し、研究成果を発信 して い る 。

　 こ の ように、ポジテ ィ ブな行動支援は、当初の

非嫌悪 的 ア プロ ー
チ か ら、介入 の 実行者 へ の 支援

や それが 行わ れ る環境そ の もの を再構築する こ と

に焦点を当て た シ ス テ ム ア プ ロ ーチ として 進化 し

て い る 。 そ して 、個 人 に 対 す る 個 別的 な支 援

（IPBS：lndividualized　Positive　Behavior　Support）だ

けで な く、学校規模の 支援 （SWPBS ： School−Wide

Positive　Behavior　Support）と して 多 くの 研究成果

を 蓄 積 し て い る （Bradshaw ，
　Waasdorp， ＆ Leaf，

2012 ；Goh ＆ Bambara ，2012 ）。

　な お、用 語 に つ い て 、PBS （Positive　Behavior

Support，　Positive　Behavioral　Support）や PBIS （Posi−

tive　Behavioral　lnterventions　and 　Supports）が使用さ
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れ て い る が、Dunlap ．　Kincaid．　Homer ，　Knoster，＆

Bradshaw （2014）は次の ように整理 して い る 。
　 PBS

は、  ポジ テ ィ ブ な行動 （望 ま しい 行動 、 適応行

動 、 社会的行動） を支援する こ とと、  嫌悪的介

入 を含むポ ジ テ ィ ブ で は な い 行動支援 とは 区別す

る こ とを強調 して い る 。

一
方、PBIS は、個人教

育法 1997年改訂 に お い て 使用 され 、 主 に 学校場

面 に お ける PBS ア プ ロ ーチ 、と くに階層的支援

の 適用 を指すよ うに な っ て い る 。

ポジテ ィ ブな行動支援の方法

　 ポジテ ィ ブ な行動支援 は、行動 の 原理 に基づ い

て い る 。 ある行動が 自発 され る の は、その 行動が

ある 条件下に お い て 強化 されて い る からで ある 。

そ の 強化に は 、当該 の 行動が刺激の 出現 に よっ て

維持 され て い る （正 の 強化） と 、 刺 激の 除去 に

よっ て維持され て い る （負の 強化）が あ る。す な

わち、学び手の 望ま し くな い 行動は、周 りの環境

との か かわ りに おい て 生 じる べ くして生 じて い る

機能的な行動で ある 。 したが っ て 、学び手 の望 ま

し くな い 行動を変えるため には、教 え手が 周 りの

環境や 自らの かかわ り方を変えれ ば よい 。

　 こ の よ うな論理 に基づ い て 、ポ ジテ ィ ブ な行動

支援は、望 ましくな い 行動をして い る人 の 周 りの

環境やか か わ り方 を変える こ と に よ っ て 、そ の 人

の 望 ま し くな い 行動 を的はず れで、効率が悪 く、

無 力 にす る介入 を包 括的 に 計画 す る （O
’
Neill　et

aL
，
1997茨木 ・三 田地 ・三 田地訳 2003）。 同時に、

その 人の 強 さや好み を活か して 、望 ましい 行動を

増 や し、生 活 の 質 を 向 上 さ せ る （Bambara ＆

Knoster
，
1998三 田地 訳 2005）。 それ に よ っ て 、 そ

の 人の 望 ましい 行動が強化 を得る効果的な手段 に

なれ ば、もは や望ま しくな い 行動 をする 必要が な

くなる 。

　そ の ため には、後述する ように、  そ の 人 の 望

ま し くな い 行動を引 き起こ し、強化 して い る要因

を分析す る （機能的 ア セ ス メ ン ト、 機 能分析）。

  それ に基づ い て 、望 ま しくな い 行動が 強化を得

て い る環境 を改善す る （刺激 に基づ く介入）。  

同時に、正の 強化の 原理に基づ い た さ まざまな方

法 で 、望 まし い 行動 を教 える （強化 に 基づ く介

入）。 こ れ らの ア セ ス メ ン トや介入 は、1990年代

か ら研究 され 、確か な方法が確立 され て い る 。

一

方 、 望 ま しくな い 行動 に対する結果操作は危機回

避の 介入 と して は あ りうる が 、 上記の よ うなポ ジ

テ ィ ブ な介入 と の 組み合 わせ が不可 欠 となる 。

機能 的 ア セ ス メ ン ト

　 教え手が 学び手の 望 ま しくな い 行動に直面 した

時に まずなすべ きこ とは 、 学び手が 「なぜ 、 その

よ うに行動す る の か ？」を理 解す る こ とで ある 。

その 中心 となる機能的ア セ ス メ ン トとは 、 その 人

が 示 す 望 ま し くな い 行 動 を、 そ の 先 行 条 件

（antecedent ）と結果条件 （consequence ）との 機能的

な関係か ら分析するた め の 情報収集プ ロ セ ス で あ

る （Miltenberger，1998 園山 ・野口
・山根 ・平澤 ・

北 原訳 2001＞， そ れ に基づ い て、望 まし くな い 行

動 を引 き起 こ し、強化 して い る周 りの環境や かか

わ り方 を変 更 す る （Carr＆ Wilder，1998園 山訳

2002 ；σ Neill　et　al．
，
1997 茨木他訳 2003 ）。そ の 手

続 きに は、イ ン タ ビ ュ
ー

や評定尺度を用 い て 対象

者をよ く知 る人 の情報か ら要因 を推定する間接分

析、自然な場面の観察情報 か ら要 因 を推定する直

接分析 、 実験 的 に要 因を 同定す る機能分析 が あ

る 。 こ の よ うな機能的ア セ ス メ ン トに 基 づ く介入

は 、望 まし くない 行動を減 らす うえで 有効で ある

こ と が 示 さ れ て い る （Gage，　Lewis，＆ Stiじhter，

2012）。

環境 を改善する （刺激 に基づ く介入）

　機能的ア セ ス メ ン トに基づ い て 、 教え手は学 び

手の 望ま しくない 行動が 強化され て い る 環境 を改

善す る こ とが で きる 。 先行研究か らは、そ の 人の

望 ましくな い 行動にかかわ る状況事象や弁別刺激

を変 える 、 ある い は望 ましい 行動 を促す状況事象

や弁別刺激 を取 り入 れる介入 によ り、望 ましい 行

動 を増 や し、望 ま しくな い 行動を減 らせ る こ とが

示 され て い る （Carr　et　al．，1999＞。 例 えば、そ の 人

が望 まし くな い 行動をする こ とで課 題か ら逃避 し

て い るな らば、課題の嫌悪 的な特徴を改善する こ

とがで きる 。 課題 を促す前に好み の 活動 を行 っ た

り （Homer ，
　Day

，
＆ Day

，
1997）、選択機会を提供 し

た り （Dunlap　et　al．， 1994）、従事で きる教示 を挿入

した り （Homer ，
　Day

，
　Sprague

，
　O

’
Brien

，
＆ Heathfield

，

1991）、カ リ キ ュ ラ ム を修正 した りす る （Dunlap ，

Kem −Dunlap，　Clarke，＆ Robbins，1991；下山 ・園山，
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2010）等に よ り、課題従事 を促進 し、望 ましくな

い 行動 を減 らすこ とが で きる 。

望 ま しい 行動 を教える （強化に基づ く介入）

　根本的 な問題 は、そ の 人 が 望 ま しい 行動の レ

パ
ー

トリ
ー

を未獲得 で あ る
一方で 、望 ま し くな い

行動は強化 され る効果的な手段 とな っ て い る こ と

である 。 先行研究か らは、そ の人が行 い やす い 望

ましい 行動に よ っ て 、 即時に
一

貫 して 強化が得 ら

れ、望 ましくない 行動で は得 られ ない よ うにす る

こ とに よ っ て 、望 ま しい 行動を増や し、望 ま し く

な い 行動 を減 らせ る こ とが示 され て い る （Horner

＆ Day，1991）。 例 えば 、 授業中に 騒 い で 周囲の 注

Table　l　 Positive　Behavior　Support〔PBS ）in　schools ．

対象 標的行動 介入

＜ク ラス や 学校全体＞
Franzen＆ Kamps （2008）

Donaldson，〜Vellmer，
Krous，　Downs ，＆ Berard

（2011）

Ross ＆ Horner （2009）

不適切 な か か わ り

暴 力

い じめ

小 学校の 運 動場 に お け る児童 の 不適切 な か か わ りに対し

て 、期 待 す る ル ール や 行 動 を 例 示 し、期 待 す る 行 動 の 生

起 に トーク ン
・

エ コ ノ ミ
ー

に よ る 集団随伴性 を適用す る

こ と で、児童 の 不適切な行動は減少 し、それ に 伴 い 教師

の 児童 に対す る かか わ りが向上 し、叱責が減少 した。

Good 　Behavior　Game は 米 国 保 健 福 祉 省 が 子 ど もの 暴 力 予

防 に推奨して い る プ ロ グ ラ ム。幼稚園の 5 ク ラ ス で各ク

ラ ス 2 チ ー
ム に分 けて 、期待 される行動 を例示 し、シ ン

プ ル な ル ール を作 り、そ れ に 従 う行動 を強化す る こ とで 、
破壊的行動が 減少 した。

い じめ行動 を維持す る社会的強化 に 注 目した プ ロ グラ ム 。

3 小学校 の す べ て の 生徒 を対象 と して、他者 を尊敬す る

行 動 と し な い 行動 の 例示、昼 休 み 場面 に お け る 「stop ，
walK 　talk」 と い う 3 ス テ ッ プ の 行動 の 教授 、 その 行動へ

の 強化を行 う こ とで、い じめをして い た生徒 6名 の い じ

め が減少 し、相手 や 傍観者 の 応答も変化 した 。

〈リス クの あ る生 徒 ＞
Campbell ＆ Anderson

（2011）

Lane，　et　al．（2DO3）

Walker，　et　al．（2009）

授業妨害行動

反 社 会 的 行動

反 社会的行動

CICO （Check−ln／Check−Out）は、
一

次的支援 で は 改善 さ

れない 課題従事の リス クを示す生徒へ の プロ グラ ム 。 お

しゃ べ り等 の 授業妨害行動 を示す小学生 4 名 を対象と し

て、期待 され る 行動 をポイ ン トカ ードに 明示 し、そ の 遂

行を教師が フ ィ
ードバ ッ クする CICO を行うこ とで、課

題従事は増加し、授業妨害行動は減少した 。

反 社 会 的 行動 の リス ク を 示す 小 学 生 7 名 を 対象 と し て、
小 集団 ソ

ーシ ャ ル ス キ ル トレー
ニ ン グ を行 うこ とで 、ク

ラ ス で の 破壊行動 や 不適切 な相 互 交渉 は 減少 し、学業従

事 時間が 増加 した 。

FSTS （First　Step　to　Success）は 反社会的 行動 の リ ス ク の あ

る 生 徒 へ の 予 防 プ ロ グ ラ ム 。 行動 の 専 門家 を 活用 し て ス

ク リ
ーニ ン グ 、 ク ラ ス 介入 、 親訓練 を行 う。 小学 1年 生

か ら 3 年生 198名を対象と した 無作為化比 較試験 を用 い

た 4 年間 の 研究か ら、教師 と親 の 評価 は 問題行動 の 減少

と社会的行動 の増加を示 した 。

〈深刻 な問題を呈 して い る 生徒＞
Stahr，　Cushing，　Lane，＆　　　 課 題 逸脱行動

Fox （2006）

小 学 校 特 別 支 援 学 級 に お い て ADHD の あ る 生 徒 が 高頻度

で 示す課題逸脱行動 に 対 して 、機能的 ア セ ス メ ン トか ら、
逸脱行動 は 注 目の 獲得 と課題からの 逃避機 能をもつ こ と

が 推定 さ れ た。そ こ で 、注 目 を 獲得す る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 行 動 を教 え、また 課 題 の セ ル フ モ ニ タ リ ン グ と消

去手続 きを行 うこ とで、逸脱行動 は減少 した。
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目を得て い るならば挙手に注 目を与える とい うよ

うに、望 まし くない 行動 の 強化をよ り望 ま しい 行

動に与え る機能的 コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 訓練 （Carr

＆ Durand
，
1985）や 代替行動の 分化強化 （村本 ・

園山，2009 ）が挙げ られ る 。 また、望ましい 行動

を した ら強化子 と交換で きる代用貨幣を与える と

い うように 、 望 ま しい 行動 と強化の 関係 を明確に

す る トーク ン ・エ コ ノ ミ ー （Tarbox ，
　Ghezzi， ＆

Wilson ，2006 ；奥田，2006 ）が 挙げ られ る 。 さら に 、

複雑 なス キ ル につ い て も、ス モ ール ス テ ッ プで 望

ま しい 行動 を分化強化す る行 動 コ
ー

チ ン グ （根

木 ・島宗，2010）等 に よ り、学び手が望 ましい 行

動 を獲得で きる こ とが示 されて い る 。

学校 にお ける予防的 、 教育的プロ グラム

　 こ の よ うな ポ ジ テ ィ ブ な行動支援 は 、学校にお

ける さまざまな問題に対 して 、予 防や教育 とい う

視点か ら解決へ の 指針 をもた らす 。 例えば、学校

にお ける暴力や い じめは深刻 な問 題 で あ り、厳罰

を求め る議論がな されて い る 。 もちろん 、 対処法

は必 要で ある が 、根本的な問題は 、 学校の教育機

能 を向上 させ 、望 ましい 行動 をい かに教 えるかで

ある 。 行動分析学の 研 究は、すで に生 じて い る問

題 の 解決だけ でな く、望 ま しい 行動 の 教 授 に焦点

を当て た予防的、教育的プ ロ グ ラ ム を開発 して い

る （Table　1）。

　 こ れ らの 研究で は、学校や ク ラ ス全体、リ ス ク

の ある 生徒に対 して 、学業や社会的行動 を標的行

動 として、環境の 改善や正 の 強化 に基づ く手続 き

に よ り、 望 ま しい 行動が
一

貫 して 強化 を獲得する

学校環境 を構築す る 。 それ に よ っ て 、 教育 目標の

実現に 貢献 し、望 ましくない 行動 を防止する 。 こ

の よ うな研究成果 を学校規模で 活用するた め の 研

究が SWPBS で あり、大久保 （2015）を参照 され

たい 。

　こ の よ うな研究成果 はわが 国にお い て も示 され

て い る 〔馬場 ・佐藤 ・松 見，2013；道城 ・野 田 ・

山王 丸，2008 ）。 例 えば、「行動 分析 学研 究」 や

「行動療法研究」に は 、通常学級 の ク ラ ス や 集団

を対象 と して、授業や活動参加の 促進 を目指 し

て 、 着席行動 （道城 ・松見，2007）、 係や 課題行

動 （福森，2011 ）、授業準備行動 （道城 ・松見 ・

井 上，2005；小 野 寺
・
野 呂，2008 ；大対

・
野 田

・

横山 ・松見，2006）、授 業妨 害行動 （田中 ・鈴木 ・

嶋 崎 ・松 見，2010 ）、清 掃行 動 （遠藤 他，2008）

へ の 支援成果が示 されて い る 。 また、個人を対象

と して、通常学級 （野 口 ・飯島 ・野 呂，2008；野

呂 ・藤村，2002 ）、特 別支援学級 （平 澤 ・藤原，

1996）、特別支援学校 （平澤 ・藤原，2000）にお

ける機能的ア セ ス メ ン トに基づ く支援成果が示 さ

れ て い る。

お わ りに

　 わが国にお い て はイ ン ク ル ーシブ教育シ ス テ ム

の構築が 求め られ て お り、学校で は こ れ まで 以上

に 多様な教育的 ニ ーズ の ある 生徒 に対応 して い く

必 要がある。そ うした 中で、教 え手が有効な知識

や情報 を得る こ とが、学び手の学習を保障 し、体

罰 を減 らす第
一

歩 とな る。行動分析学の 研究は 、

望 まし くない 行動 を減らす 、 よ り望ま しい 方法 を

開発 して い る 。 そ の 中心 とな る ポ ジ テ ィ ブな行動

支援 は 、障害 の ある生徒 へ の 支援から、学校にお

け るすべ て の 生徒 を対象と した支援 に至 る まで、

多 くの 研究成果 を蓄積 して い る 。 今日、われ われ

は 、 「体罰」で は な い
、 確 か な教育 的方法 を有す

る の で ある 。本稿が 、そ うした情報を教 え手に提

供す る機会 になる こ とを祈念 して い る 。
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